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平成１７年７月８日

各中学校長 様

各 理 事 様

鳥羽市中学校体育連盟 会長 泊 正徳

志摩郡中学校体育連盟 会長 西村 英雄

平成１７年度 第５５回

鳥羽志摩中学校陸上競技大会

兼・第５８回三重県中学校陸上競技選手権

大会予選会 について

記

１．主 催 鳥羽市・志摩市中学校体育連盟

２．後 援 鳥羽志摩中学校校長会 鳥羽市・志摩市教育委員会

３．主 管 志摩陸上競技協会

４．期 日 平成１７年８月２５日（木）２６日（金）

１０時００分 開会式 １０時３０分 競技開始

５．場 所 県営陸上競技場 伊勢市宇治館町 0596－22－0188

６．種 目 男子県大会種目（14種目）

１００m ２００m ４００m ８００m ３０００m １１０mＨ

低学年４×１００mＲ ４×２００mＲ 走り高跳び 走り幅跳び

三段跳び 棒高跳び 砲丸投げ 円盤投げ

学年種目 １年１００m ２年１００m １年１５００m

女子県大会種目（１１種目）

１００m ２００m ８００m ２０００m １００mＨ

低学年４×１００mＲ ４×１００mＲ 走り高跳び 走り幅跳び

砲丸投げ 円盤投げ

学年種目 １年１００m ２年１００m １年１０００m

７．競技規則 ２００５年度日本陸上競技連盟規則と本大会規則を適用する。

◎低学年リレーのオーダーは ２年－１年－１年－２年

（リレーはできるだけ同一ユニフォームを着用のこと）

◎ハードルは次の規格で行う。（ ）内は女子。

第１ハードルまで １３．７２m（１３m）

高さ ９１．４ｃm（７６．２ｃm）

ハードル間 ９．１４m（８．０m）
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８．申し込み ◎申し込みは各学校単位とする。

◎各校からの申し込みは県大会種目については男女とも１種目３名以内

リレーは１チーム、１人２種目（リレーは除く）までとする。

学年種目は学校からの出場制限無し

◎申し込みは個票は、必ず所定の用紙を使用し､一覧表はＡ4版形式とする。

８月２４日（水）のプログラム編成会議に持参する。（浜島中）

１３：００（時間厳守）｛申し込みフォーマット（エクセル形式）は

http://www3.ocn.ne.jp/~muk/mousikomi05.xlsでダウンロードして下さ

い。

個票は切り離しておく。個票には公認記録を記入すること。公認記録の

ない時は、校内陸上記録会等の記録を（）で記入。（実際に出している

記録を記入してください。）

パソコン・プリンタ等を持参する。

◎一覧表、個票（男子は黒、女子は赤）は確実に記入すること。

種目別参加人数を確実に記入しておき、8月23日までに向井まで連絡す

る。

※期日以降の申し込み、その他の変更は認めない。

◎各校のナンバー 氏名 学校名を表計算ソフトで入力し、8月23(火）

までに、向井までメールかフロッピーディスク、MO等で届ける。

メールアドレス：muk@lilac.ocn.ne.jp

９．表 彰 個人は３位まで、総合は８位。トラック・フィールド別総合３位までとす

る。

学校対抗得点は 1位8点・・・・・8位1点とする。

学年種目については、総合得点に入れないものとする。

優秀選手については本年度陸上東海大会出場者、本大会で二種目優勝、

大会新記録を達成した者で、競技態度等他の選手の見本となる者とする。

10．ナンバー ◎県登録ナンバーとする。無いところは、下記の学校ナンバーを使用する

が、申し込みには、磯部・的矢は6000番台、ほかは7000番台にすること。

◎大きさは縦１８ｃｍ横２５ｃｍ。背と胸につける。

（棒高、走り高はそれぞれ、背と胸のみでよい。）

◎字の幅は１ｃｍ以上で、男子は黒、女子は赤で明記すること。

学校番号 （腰ナンバー）

１～ ４９ 磯部 （132） ５０～ ９９ 的矢(133)

１００～１４９ 鳥羽東(117) １５０～１９９ 浜島(123)
２５０～２９９ 文岡 (129) ３００～３４９ 答志(118)
３５０～３９９ 東海 (130) ４００～４４９ 神島(119)
４５０～４９９ 安乗 (131) ５５０～５９９ 波切(124)
６００～６４９ 加茂 (120) ６５０～６９９ 船越(125)
７００～７４９ 鏡浦 (121) ７５０～７９９ 片田(126)
８００～８４９ 長岡 (122) ８５０～８９９ 和具(127)
９００～９４９ 越賀 (128)
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各校の審判割当数と補助員について

１．審判

鳥羽東 ５ 磯 部 ３

神 島 ２ 的 矢 ２

答 志 ２ 浜 島 ３

加 茂 ２ 文 岡 ５

長 岡 ２ 安 乗 ２

鏡 浦 ２ 東 海 ４

波 切 ３

１５ 船 越 ３

片 田 ２

和 具 ４

越 賀 ２ ３３

以上の割当人数でお願いします。

２．補助員

東海 ７ 棒高跳び・高跳び

和具 ７ 出発・スターター

文岡 ７ 走幅跳・三段跳

磯部 ６ 投てき

的矢 ２ 誘導

浜島 ５ 決勝 ゴールタイマー

安乗 ２ 接待

船越 ２ 表彰

波切 ４ 用器具 風向風速

片田 ２ 誘導

越賀 ４ 招集

鳥羽東 ７ 記録

加茂 ２ ハードル（1，2）

鏡浦 ２ ハードル（3，4）

長岡 ２ ハードル（5，6）

答志 ２ ハードル（7，8）

神島 ２ ハードル（9，10）

以上の割り当て人数でお願いします。
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審 判 員 報 告 用 紙
（ ）中学校

理事名（ ）
割り当て人数（ ）人

審 判 員 氏 名 希 望 す る 係

引率

引率者名も1名御記入ください。

期日 ７月２０日（水）（厳守）

ＦＡＸ ０５９９－４３－１６１９
E-mail muk@lilac.ocn.ne.jp

種目別参加数報告用紙

学校名

男子 出場数 女子 出場数
１００ １００

1年100 1年100
2年100 2年100
２００ ２００
４００
８００ ８００

1年1500 1年1000
3000 200
110H 100H

低学年Ｒ 低学年Ｒ
８００Ｒ ４００Ｒ
高跳び 高跳び
棒高跳
幅跳び 幅跳び
三段跳び
砲丸投 砲丸投
円盤投げ 円盤投げ

期日 ８月２３日（火）（厳守）

ＦＡＸ ０５９９－４３－１６１９
E-mail muk@lilac.ocn.ne.jp
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注意事項

１、本大会は、２００５年度日本陸上競技連盟の規則と本大会要項に基づいて行う。

２、招集について

・トラック種目は、競技開始３０分前より開始し、２０分前に終了する。

・フィールド種目は、競技開始４０分前より開始し、３０分前に終了する。

・招集は、全種目２００ｍのスタート地点裏の招集場で行うので、決められた時間に必

ず集合すること。（時間に遅れた場合は棄権とみなす）

３、トラックとフィールドの種目を兼ねている者は、トラック種目を優先するが、必ず、

フィールド種目の審判の許可を得てからその場を離れること。（許可なくトラック種目

に行った場合は、フィールド種目を棄権したとみなす。）

４、トラック種目について

・男女100m、200m、400m、800m、と200m、110mH、100mH、リレーの予選は2(3)着以降の

中からプラス上げを選ぶ。上位８人（チーム）が決勝に進出する。その他のトラック

種目についてはすべて一発決勝（タイムレース）とする。

・予選でのプラス上げで、同記録（１００分の１秒単位）がでた場合は、救済できる範

囲では救済し、多数の場合は抽選を行う。

・４００Ｍ以下の種目ではプログラム記載のレーンで競技すること。尚、８００Ｍ以上

の種目では、１８名までが１列目に並ぶこと。

・リレーのオーダー用紙は招集完了の１時間前までに招集所に出すこと。未提出の場合

は棄権とみなす。（オーダー用紙は記録席にあるので、各校で取りに来ること)

５、フィールド種目について

・フィールド競技（走高跳、棒高跳を除く）は、３回の試技を行い記録の良い者から８

名で決勝を行う。ベスト８の試技順は記録の低いものから順番となる。

・走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投は第1試技は全て記録をとり、2回目以降は12番目程

度の記録で計測ラインをもうける。

・男子三段跳びは砂場から踏切まで１０ｍのピットを使用する。（参加選手の配慮を）

・バーの上げ方は次の通りとする。

男子走高跳 女子走高跳 棒高跳

練習 １４０ １１５ ２００

１４５ １２０ ２２０

１５０ １２５ ２４０

１５５ １３０ ２６０

１６０ １３５ ２８０

１６５ １４０ ３００

以後３cmずつ 以後３cmずつ 以降10cmずつ

※順位決定戦については、走高跳は２ｃｍ，棒高跳は５ｃｍずつ上下する。

６、スパイクのピンは、全天候性走路のため９ｍｍ以下のピンを使用すること。
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７、サブトラックの使用については、次のことを厳守すること。

・ジョッグ及びウォーキングは、フィールド内の芝生を使用し、走路を使用しない。

・内側の１、２レーンは、長距離のペース走専用とする。

・内側の３～６レーンは、流し等の専用とする。

・外側の７、８レーンは、ハードル専用とする。

・投擲種目の練習は、禁止する。

・跳躍種目の練習は所定のピットで行う。

・走路は左回りとし、逆走は禁止する。

・走路及びピット等を横切るときは、選手の妨害にならないように気をつけ、速やかに

渡る。

８、雨天練習場の使用については、スタンド側を右に走行すること。逆走をしないように

注意する。

スタンド側1レーンはハードル専用。2，3レーンは流し専用とする。走路の横断は禁

止する。オールウェザー部分はチームのベンチにすることを禁止する

９、本大会の県大会予選種目において３位までの入賞者と、４位～６位までの者で、標準

記録(通信陸上での突破も含む)に達した者は１０月８日、９日に行われる県大会（県

営陸上競技場）への出場資格を得ることができる。

10、個人情報保護条例について

個人情報保護条例の施行に伴い、申し込み時に、プログラム掲載、新聞紙上への結果

掲載、ホームページ等への掲載の承諾を各校で確認しておいてください。

一覧表に記入のこと。

11、その他

・ゴールした選手は、必ずスパイクをぬいで、中央通路を通って移動すること。

（本部付近を通らないこと）

・サブトラックへの移動は、水ごう上のスタンドを通ること。

・競技場、跳躍場では、自分の順番を待つ間は、腰をおろしていること。

・ナンバーは、胸・背に付けること。（走高跳は前、棒高跳は後ろのみでよい。）

・腰ナンバーは右腰の下に付けること。

・自分の使用した道具等は責任をもって片付ける。

・中体連の申し合わせ事項により、ジュース等の購入を禁止する。

・必ずゴミは持ち帰ること。

・決勝種目の競技終了後、１位～３位までの入賞者は表彰をおこなうので、すぐに表

彰控え室に来ること。尚、本人が他の種目等で来られない場合には必ず代理を出す

こと。

・大会での傷害については応急処置のみで以後の責任は負わない。
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県中学校陸上競技選手権大会

参加標準記録

種 目 男 子 女 子
１００Ｍ １２”３４ １３”７４
２００Ｍ ２４”９４ ２８”８４
４００Ｍ ５６”４４
８００Ｍ ２’１３”００ ２’３５”００

２０００Ｍ ７’３０”００
３０００Ｍ １０’００”００
１１０ＭＨ １７”７４
１００ＭＨ １８”２４
４×１００ＭＲ ５５”８４
４×２００ＭＲ １’４１”００
低４×１００ＭＲ ５１”１４ ５６”６４
走 高 跳 １ｍ６８ １ｍ４０
走 幅 跳 ５ｍ９０ ４ｍ６５
三 段 跳 １２ｍ００
棒 高 跳 ３ｍ００
砲 丸 投 １２ｍ５０ １０ｍ００
円 盤 投 ２９ｍ００ ２４ｍ００

決勝１位～３位のもの、さらに４位～６位の選手の中で本大会中に上記の記録を突破し

たものは県大会の出場権を得る。
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陸上大会当日の準備と諸連絡について

１、集合 各校の理事は７時３０分
審判の先生は８時４５分

２、打ち合わせ 準備に関する理事の打ち合わせ７時３０分

３、朝の準備（補助員を使って）
走幅跳・三段跳 尾原（文岡）
走高跳・棒高跳 田中（東海）
砲丸投・円盤投 山本祐・梅谷（磯部）
ゴールタイマー 向井（文岡）
スタブロ 井上（和具）
スターター 笠松（和具）
判定室 向井
風力計測装置 城山（波切）
ハードル 田中（鳥羽東）
本部室（放送) 田中（東海）
事務室挨拶 向井・小西
表彰台 小西（鳥羽東）
招集所 山本善（越賀）
記録室 田中ア（鳥羽東）
用器具室 城山 （波切）
テント（投擲・走高跳・棒高跳） 理事《代表者 東》

上記以外の理事

４、審判打ち合わせ（９時３０分 ※開会式前）
【司会 小西】 ・ 会長挨拶 （西村・泊）

・ 審判長 （山口）
・ 専門部長 （井上・田中）

全体打ち合わせ終了後、各パート別（主任を中心に）で打ち合わせ。

５、弁当について
・各校引率分の弁当については、各校理事が渡す。
・審判の先生分については、審判控室においておくので、各パートの主任の方が人

数分とっていって行く。

６、後片付けについて
・各ブロックで責任をもって、片付ける。尚、わからない場合は、用器具係に聞く。

７、開会式への参加について
・トラックの部の５以降、跳躍の部の３以降、投擲の部は全員、必ず参加する。
・得点表の順番に整列する。

８、県大会への参加申し込みについて
大会開催中に専門部長により行う。各校の顧問・理事は各校で確認のこと。

９､ プログラムについては､各校２部ずつ、理事分一人１部配布する。審判分については、
当日の朝、審判打ち合わせの時に渡す。余分については一般にも配布する。


